
誰もが働くことを楽しみ、創造性あふれる豊かな社会を

*1 Product-Led Growth の略。営業やマーケティング活動をプロダクト内に取り込み、プロダクトを通して顧客獲得をおこなう

*2 2022年12月末時点

*3 ハードウェアやソフトウェアの基礎となる部分の技術的仕様を秘匿せずに公開するプラットフォーム

*4 Chatworkアカウント事業並びにクラウドストレージ事業のAnnual Recurring Revenue（年間経常収益）、2022年12月末時点のMRRの12ヶ月分。

*5 Chatworkアカウント事業における、Chatwork利用料の課金IDあたりの平均単価（Average Revenue Per User）、2022年12月末時点

*6 1日あたりのサービス利用者数（Daily Active User）の土日祝日を除く平日の中央値、2022年12月末時点

外部環境

 日本の労働人口の
減少と労働生産性
の低

 DXの潮流と日本
の中小企業におけ
る対応の遅

 IT人材の不

 大規模感染症の拡


 サイバーリスクの
増大、データ保護
規制の強

 働く人々の価値観
の変化(働きがい
と働きやすさ

 社会課題解決への
期待増大(SDGs、
ESG投資）

経営資本

財務資本
 非連続な成長を加速

させる財務基盤と成
長投資

知的資本
 強固な情報セキュリティ

基

 優れたユーザビリティに
むけた品質活

 独自のPLG*1モデ

 中小企業を主体とした業
界理解の深化

人的資本
 新規採用数 98名*

 高い専門性を持ったプ
ロダクト組

 プロダクトとビジネス
との両

「挑戦と学び」で自己成
長を促進する組織開発

社会関係資本
 DXソリューション提携

事業者、CVCによる出資
先、ユーザーコミュニ
ティ等の関係

 SaaSのプロダクト開
発・運営に関する社外
ネットワーク

自然資本
 クラウドサーバでの電力
消費に伴うCO2排出（ス
コープ3）

重要課題

事業を通じた社会価値
の創造

 DXを通した中小企業の労
働生産性向

 楽しく創造的に活躍でき
る人材の創出

価値創造基盤の強化に
関わる課題

 ビジネスインフラとして信
頼いただける品質の確

 高度な情報セキュリティ
とプライバシーの保

 企業価値向上を牽引する
コーポレートガバナン

 誠実な企業活動の推
 サステナビリティ・マネジ
メントの推

 信頼いただけるブランド
の実現とエンゲージメン
ト強

 新たな価値創造を実現す
るダイバーシティマネジメ
ント

地球規模の社会課題

解決への貢献

 人権を基盤としたビジネ
スの推

 気候変動の防止

成長戦略

 中小企業を主体としたChatworkの更なる普及
と活用促

 DX推進プラットフォームを通じたDX推進支

 価値創造基盤の強化

「Chatwork」7つの強み

電話やメールを代替しビジネスを効率化

オープンプラットフォーム*3 フリーミアムモデル

シンプルな機能

高い定着率優れたプラットフォーム性

強固な情報セキュリティ

PLGモデルを推進し、ユーザー数の極大化とアクティブ率を

向上させることで、中小企業領域において他に類を見ない高価値な


プラットフォームの確立を目指す

コミュニケーションプラットフォーム戦略

BPaaSを主軸に、Techと人をハイブリッドした高い生産性の

オペレーションを確立させ、経営における幅広い領域での本質的な

DXを実現する

インキュベーション戦略

ミッションドリブンな組織

構造化された戦略とオペレーション


成長機会のある職場

創出価値（2022年度）

お客様・社会への

提供価値

 効率的で安全なビジネスコ
ミュニケーションツールを
提

 業務効率向
 ビジネスコミュニケーショ

ンの活性

 多様な働き方の実現

自社への創出価値

 売上高  億円*

 ARR 億円*

 のある組織づく
 向上

45.9
47.6

働きがい
ブランド価値

Chatwork事業の伸長

 登録ID数 万*2　

（前期比 %増
 課金ID数 万*2 　

(前期比 増
 ARPU  円*5　　

(前期比 増
 DAU 万人*6　　

(前期比 ％増)

574.1
17.4
66.8

22.1
547.4
3.4％

105.3
10.4

アウトプット

目指す姿（2030）

ビジネス版

スーパーアプリの


実現

中小企業を主体とした

DX推進を支援し


持続的成長に貢献

社会への提供価値
 DX推進プラット
フォームを利用する
国内の中小企業数 

万社以
 CO2排出量(スコープ

1+2)を
 使用電力(スコープ2)
を

100

ネットゼロ

100％再生可能
エネルギー由来へ

自社への創出価値
 多様な人材が強みや

個性を活かして新た
な価値を生み出し続
ける組

 ブランドコミュニ
ケーションを通じた
ステークホルダーと
の共創関係の構築


